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平成２３年度 雇用均等・児童家庭局 

概 算 要 求 の 概 要 

《主要事項》 

安安心心ししてて子子育育ててででききるる環環境境のの整整備備ななどど総総合合的的なな次次世世代代育育成成支支援援  

対対策策のの推推進進、、仕仕事事とと生生活活のの調調和和とと公公正正かかつつ多多様様なな働働きき方方のの実実現現  
  

安安心心ししてて子子育育ててででききるる環環境境のの整整備備ななどど総総合合的的なな次次世世代代育育成成支支援援対対策策のの推推進進 

安安定定ししたた雇雇用用・・生生活活のの実実現現とと安安心心・・納納得得ししてて働働くくここととののででききるる環環境境整整備備 
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○予算額の状況 
 

 ２２年度予算額 ２３年度概算要求額 伸び率 

 
 
局 合 計 
 
 

一般会計 

 

 

特別会計 

 
 

年金特別会計 

  児童手当及び 

  子ども手当勘定 

うち児童育成事業費 

 

 

労働保険特別会計 

労災勘定 

雇用勘定 

 

 

 

 

２２，８６１億円 

 

 

２１，９６０億円 

 

 

９０２億円 

 

 

 

 

 

７６４億円 

 

 

１３７億円 

６億円 

１３１億円 

 

 

 

２５，２４７億円 

 

 

２４，３８１億円 

 

 

８６６億円 

 

 

 

 

 

７２９億円 

 

 

１３７億円 

６億円 

１３１億円 

 

 

１０．４％ 

 

 

１１．０％ 

 

 

▲４．０％ 

 

 

 

 

 

▲４．６％ 

 

 

▲０．４％ 

▲７．１％ 

▲０．１％ 

 

※ 数値は端数処理の関係上一致しないものがある。 
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１ 子ども手当の充実 

         《１兆４，７２２億２８百万円→１兆７，３７５億３２百万円》 

            うち、給付費：１兆７，２８０億１３百万円 

               事務費：     ９５億１９百万円 

２ 待機児童の解消に向けた保育サービスと放課後児童対策等の充実 

《４５７，４６８百万円→４８２，５５９百万円》 

（１）待機児童解消策の推進など保育サービスの充実 

                       ４０８，７９７百万円 

（２）放課後児童対策の充実           ３４，３９２百万円 

安安心心ししてて子子育育ててででききるる環環境境のの整整備備ななどど総総合合的的なな次次世世代代育育成成支支援援対対策策のの推推進進 
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（３） すべての子育て家庭に対する地域における子育て支援対策 

                        ３９，３７０百万円 

３ 母子保健医療対策の充実 

       《２３，０５８百万円→２８，７３７百万円》 

（１）不妊治療への支援等            １２，３０６百万円 

（２）小児の慢性疾患等への支援         １６，２０７百万円 

４ ひとり親家庭の総合的な自立支援の推進 

           《１７６，４３２百万円→１８５，８９９百万円》 

 

（１）ひとり親家庭の就業・生活支援等の推進     ３，７２１百万円 

  ①自立のための就業支援等の推進              ３，６４４百万円 

 

  ②養育費確保の推進                       ６０百万円 
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（２）自立を促進するための経済的支援      １８２，１７８百万円 

５ 児童虐待への対応など要保護児童対策等の充実 

《８９，６７３百万円→９０，５４８百万円》 

 

（１）虐待を受けた子ども等への支援       ８４，７６７百万円 

 

 ①地域における体制整備                            

 ②児童相談所における体制の強化 

③児童家庭支援センターの拡充 

④要保護児童等に対する社会的養護の充実        ８４，４９４百万円 

（２）配偶者からの暴力（ＤＶ）防止        ５，７８１百万円 
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６ 育児休業、短時間勤務等を利用しやすい職場環境の整備（「仕事と家庭

の両立実現化プログラム」の実施） 

           《９，７８０百万円→９，８０４百万円》 

 

（１）両立支援に関する雇用管理の改善        ９，３８８百万円 

 

（２）改正育児・介護休業法の円滑な施行        ３１７百万円 

 

（３）中小企業における次世代育成支援対策の推進     ９９百万円 
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１ 女性の職業キャリア継続が可能となる環境づくりの推進 

《６９５百万円→６３３百万円》 

 

（１）職場における男女雇用機会均等の推進       ４００百万円 

 

（２）ポジティブ・アクションの取組の推進       ２３３百万円 

 

 

２ 育児休業、短時間勤務等を利用しやすい職場環境の整備（「仕事と家庭

の両立実現化プログラム」の実施）（再掲） 

 

 

３ パートタイム労働者等の均衡待遇の確保と正社員転換の推進 

《１，４７８百万円→１，９７６百万円》 

 

 

４ 多様な働き方に対する支援の充実  《２１０百万円→１８８百万円》 

  

（１）短時間正社員制度の導入・定着の促進（一部再掲） １４６百万円 

 

（２）良好な在宅就業環境の確保              ４２百万円 

安安定定ししたた雇雇用用・・生生活活のの実実現現とと安安心心・・納納得得ししてて働働くくここととののででききるる環環境境整整備備 


